
≪損害保険・防災リテラシー向上の目的≫ 
・損害保険教育の浸透により、損害保険の情報を正しく理解し、主体的に判断できる能力を身につけ、   
 消費者の皆さまの安心で豊かな生活を実現する。 
・防災教育を通じて地域の防災力を高め、社会的損失の低減につなげる。 
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リスク認識の促進 
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生活と保険の 

関係理解 

STEP3  

保険の理解と 

適切な活用 

自転車の安全な乗り方等を児童が

学べるよう、上記冊子を教師が授

業で解説するための学習指導案

（12月） 

自然災害によるリスクやその備え

方について学べるよう構成された

副教材（「生徒用ワークシート」

「教師用手引き」）（8月） 

 

動画で身近なリスクを知っても

らい、その備えとして「損害保

険」を学べるWEBコンテンツ

（動画+WEBサイト）（12月） 

   
 

 
 

 
 

 
   
 
 

対象：小学生 対象：中学生、高校生 

・モデル校で試行実施（小学生12月、中学生10月、高校生2017年2月）。 

・教育委員会をはじめ、日本消費者教育学会、教育支援コーディネーターフォーラム、全国家庭科教育 

 協会等を通じて教員に直接情報提供を行い、教育現場で利用促進。 

・Facebook等のSNS広告を活用し多くの対象者が閲覧することにより、損害保険に関心を持ってもらい、 

 WEBサイトで身近なリスクに備える保険について学んでもらう（2017年1月以降）。 
 

損害保険を学べるよう構成され

た副教材「生徒用ワークシー

ト」「教師用手引き」 

（中学12月･高校2017年3月） 

 

対象：大学生、若年社会人 対象：中学生、高校生 
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※本冊子は公益財団法人消費者教育支援   
 センターの「消費者教育教材資料表彰」 
 において優秀賞を受賞（5月） 
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 損害保険・防災リテラシー向上への取組み 

2016年度の新規取組み 

活用に向けた取組み 

損害保険・防災リテラシーマップの全体像 

A 

A 
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冊子：小学生のための 
   自転車安全教室 

教師用学習指導案 
「小学生のための自転車安全教室」①【１．乗る前におぼえること】（低・中・高学年）         Ｐ１～３ 
１．本時の展開 
（１）ねらい 
  ・基本的な自転車点検の仕方を知るとともに、信号や交通標識の表示する意味を正しく理解する。 

・交通ルールやマナーを進んで守り、安全に道路を自転車通行することができるようにする。 
（２）指導の実際 

 学習活動（予想される児童の反応） 留意点・支援（◎）評価（◆） 
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        １．本時の学習課題について知る。 
  自転車に乗る前に確認することは何か。 

◎「あなたの自転車だいじょうぶ？」自転車は、乗る前
の点検が大切だということを考えさせる。 
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  ２．自転車に安全に乗るための点検の仕方を学 

 習する。 
   ①P1の自転車の絵を見て、①～⑩の自転 
  車各部の名称とその役割を確認する。 
②自転車の絵を見て、気が付いたことを発 
表する。 

③表を活用して、①～⑩までの点検の仕方 
を知る。 
ブレーキ、タイヤ、ベル、サドル 
ハンドル（反射板）・ライト 等 

 
 

 
 
 
  ④ヘルメットは自分に合ったものを着用 
   することが大切であることが分かる。 
 
３．信号の正しい見方を知る。 

①青…左右をよく見てわたる。 
②黄色・青チカチカ… 

わたり始めてはいけない。 
次の青まで、安全なところで待つ。 

③赤…安全なところで待つ。 
 

４．交通標識を覚えよう。 
  P３の交通標識の正しい意味を○ア～○オから 
 選び、記入する。   
 ・一時停止  ・自転車及び歩行者専用 
・踏切あり  ・自転車通行止め 

 ・横断歩道・自転車横断帯 ・自転車横断帯 

 
 
◎各部の名称を声に出し、確認させる。 
不具合があると、それぞれどんな事故に結びつくか考
えさせる。 

◎自転車乗車の絵を見て、気が付いたことを発表させる 
・ヘルメットをかぶっている。・片足が、地面につい
ている。・服装（ズボンのすそ） ・その他 
◆表の点検内容が、なぜ大切なのか理解しているか。 

 
 
 
 
 
 
 
◎P1のページに、「ブ・タ・ベル・サ・ハ・ラ」と記入
させ、再度自転車の絵で確認させる 

◎家庭で自転車点検を行うよう促す。 

P2 参照「信号の正しい見方、知っているかな？」を 

確認する。 

◎「黄色と青信号のチカチカ」については、特に丁寧に 
扱う。 

◎押しボタン式の信号もあることも知らせる。 
 
 
 
◎教師用の標識を用意し、黒板に貼る。 
P３交通標識の正しい意味を考えさせ、選ばせる。 

◎その他の標識で、知っているものがあれば発表させる。 
◎「歩行者専用」「横断歩道」「歩行者横断禁止」など
の標識も、確認させる。 

◆身の回りにある信号や交通標識について、関心をもち
信号や標識に従おうとしているか。 

ま
と
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          ６．自転車に乗る前に点検することや正しく安
全に乗るための交通ルールやマナーを知り、
それを守ろうとする。 

   

◎自転車の事故を引き起こさない（加害者にならない）
ために、また、事故に巻き込まれない（被害者になら
ない）ために、自転車の安全な乗り方を確認させ、交
通ルールを守ることにの大切さを押さえる。 

◆交通ルールやマナーを守って、安全に自転車に乗ろう
としているか。 
※ 自転車安全教室（実地訓練）につなげる。 

 
（３）評価 自転車に乗る前に点検確認することや、正しく安全に乗るために交通標識や交通ルール・マナー 

について関心をもち、それを守ろうとしているか。 

［ブ・タ・ベ・ル・サ・ハ・ラ］ 
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    ドル      ンドル・反射板   ラ イ ト 
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高校生向け ワークシート 
(2017年3月) 
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